皆既月食の写真を使って月までの距離を求める
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実習内容

　地球上の２地点から月を見ると、背景の星に対して少しずれていることが観察される

右の写真は津と小樽で同時刻に撮影された皆既月食中の写真を、背景の星を基準に合成したものである（わかりやすくするため写真を明暗反転させてある）。

このずれをもとに三角測量の原理で月までの距離を求めてみよう。

準備物

　定規、コンパス

視差の測定
1． 津での月の中心と小樽での月の中心を求める。
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円の中心は、円周上の任意の２点から適当な大きさの円を描き、その２つの円の交点は円の中心を通ることから、右のように作図する。
2． 津と小樽での月の中心のずれを定規で測る。

図中のスケールからずれ角（視差）を求める。
（図中の２０mmが５.０′）

視差測定結果

	月の中心間の距離（ｍｍ）
	津と小樽での視差（′）

	①
	②


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑

　　　　　　　　　　　　　　　　　［　①×５.０÷２０　］

月までの距離を求める
　
[image: image1]
　　　写真撮影時の月の高度と津－小樽間の直線距離から基線長は９６８ｋｍである。
　測定結果②を使って津と月までの距離を次の式で求めてみよう。

　　　月までの距離＝９６８×３６０×６０÷（　②×２×３.１４　）
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　　　　　　　　　　　基線長×360×60


２π×月までの距離＝


　　　　　　　　　　　　　視差








